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事業計画の骨子

　学校法人藤田学園は2015年に策定した「藤田学園ビジョン」の達成の前倒しを見据え、新

たに「2030年藤田学園ビジョン」を策定する。また持続可能な開発目標（SDGs)を明示的に設

定し、社会貢献を大きな柱に据える。

　全学的には、COVID-19の感染拡大により2021年6月にオンラインで開催することとなっ

た「THE Asia Universities Summit 2021」をホスト大学として成功させ、本学の国際的なプレ

ゼンスの一層の高揚を目指す。同サミットにおいては、本学が2022年度も連続でホスト大学

を務めることが決定しており、オンサイトで実施すべく準備を進める。

　医学部では、臨床系科目の理解を深めるため、教養基礎科目の統合型教育（水平、垂直）を

推進。医師国家試験の制度変更を見据えたカリキュラム改革にも着手する。医療科学部で

は、キャリア教育やアントレプレナー教育などを通じて学生が主体的に将来像を描くこと

ができる教育システムの構築に取り組むと同時に、協定締結校との遠隔授業を活用した単

位互換制度の運用を開始する。保健衛生学部では、学生の社会的・職業的自立に必要な能力

を養うため、アセンブリ教育および実習による専門職連携教育を強化する。また、生体認証

による出欠管理や成績照会などの教育関連システムの導入を進める。

　研究においては、国際再生医療センターに免疫再生医学研究部門、がん医療研究センター

に遺伝子制御研究部門をそれぞれ開設。また、精神・神経病態解明センターを設置し、新規治

療法および新規技術の特許取得を目指す。COVID-19関連として、感染症研究センターの新

設に向け工事を開始する。総合医科学研究所では、昨年度に引き続き、中核的研究テーマへ

の人的リソースの集中など研究実施体制の強化を図る。

　病院群は、ネットワーク統一や手術器材共有、検査・病理一元管理、人事交流等を深化さ

せ、革新的な共同事業や効率的な医療の展開へとつなげる。また、医療従事者の働き方改革

やさらなるホスピタリティの向上を進める。第1教育病院では、がん領域における臨床治験

の実施体制を再構築し、がんゲノム医療拠点病院の認定を目指す。また、高度救命救急セン

ターとして、災害医療を含めた広域にわたる救命救急機能の充実を図る。第2教育病院では、

手術件数増加に伴う手術室の増新設、透析センター設置などの新A棟建設下における診療体

制の構築を図る。第3教育病院では、リハビリテーション・緩和医療における三重県トップの

専門医療機関として主要急性期病院との協力・連携体制を強化する。第4教育病院では、救急

搬送受け入れおよび病床稼働率の向上や高難度手術・低侵襲手術の件数増加に向け、医療圏

だけでなく三河全域からの患者を獲得すべく積極的に広報を展開する。

　2021年度もCOVID-19の影響が長引くことが予想される。そのため、さらなる効率化を進

めるとともに、医療系大学の使命として全学挙げて社会貢献に取り組んでいく。

学校法人藤田学園 理事長　
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事業計画概要

教　育

1  全学教学マネジメント

世界的な権威を持つ世界大学ランキングを運営するTimes Higher Education(THE)の「THE 
Asia Universities Summit2021」を、2021年6月に日本で初めてのホスト大学としてオンラ
イン開催する。また、COVID-19の収束を見越し、2022年に2年連続のホスト大学としてオン
サイトでの実施を目指し準備を行う。アジア各国の学長等の大学代表者に本学にお越しい
ただくことで、アジアにおける本学の教育・研究の先進性を世界にアピールし、国際的なプ
レゼンスの一層の高揚を目指す。
COVID-19の影響で、デジタル技術を活用した遠隔授業の継続的な改善を行い、「優れた教
育」を提供する。
大学の内部質保証システムの自己点検・評価は、2021年度に大学基準協会第3期認証評価と
なる。認証評価の受審により、PDCAサイクル機能とそのマネジメント体制（内部質保証推進
体制）の確立を図る。

＜国際交流に関する取り組み＞
・�大学院医学研究科における海外協定校とのダブルディグリープログラムの開始
・�大学院保健学研究科の秋入学制度開始による留学生受け入れ
・�全学部・学科でのサマースクール等のオンラインプログラム実施
・�SPS（Student Support System）による留学生支援開始と、感染対策を講じた国際交

流イベントの実施

＜地域貢献に関する取り組み＞
・�災害時における教職員・学生による地域支援のため、地域支援災害対応拡張プロ

ジェクト（仮称）を立ち上げる。
・�さらなる近隣の自治体や企業との連携を強化し、健康に関する教育啓発活動によ

る地域全体の健康増進を目指す。
・�地域に開かれた大学であり続けるため、これまで行ってきたイベントや新規の取

り組みをオンラインでも開催し、地域住民に本学の活用の機会を提供する。
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2021年度
事業計画

2  医学部

①　学生の質の向上
　　卒業生アンケートで自己評価の低い2項目（リサーチマインド、英語力）の強化

・医学研究演習（スチューデント・リサーチャー・プログラム）のさらなる充実
・M1～M3学生の英語力向上を図り、英語ターミノロジーを強化

　　学費大幅値下げ以降の学生資質変化に対応した指導体制
・学生のメンタルサポート体制の強化

　　将来発展する学生を選別できる入試体制の構築
・同窓会と連携した歴代医学部生DBの整備と傾向分析
・面接評価データ分析

②　教職員の質の向上
　　教員の教育スキルの向上

・�授業内容の改善・質の向上を図るため、学生ナビを使い授業評価を簡便にし、学生
からのフィードバックを活性化

　　教員の学生指導スキルの向上
・指導教員に対し臨床心理士による個人面談方式のFDを行い、指導力を強化
・学務情報システム／学生指導記録を活用した学生指導情報の共有

③　カリキュラムの質の向上
　　医学一科を体現するカリキュラム統合の推進

・臨床系科目の理解を深めるため、教養基礎科目の水平垂直統合のさらなる推進
・�臨床研修制度とのシームレスな連携に加え卒業生が研修する他医療機関との連

携を強化
・情報科学講座（仮称）を設置し、研究・教育体制を構築し、カリキュラムに導入

　　　医師国家試験制度変更への対応
・医師国家試験の制度変更を見据え、全学年のカリキュラム改革に着手
・CBT、OSCEの国家資格化を見据えた臨床実習の検討

④　教育環境の整備
　　ICTを活用した教育環境の整備

・�学生ナビ／保護者ポータルの機能を拡充し、学生・保護者への情報伝達の利便性
向上

　　医学部創立50周年を控え、記念事業に向けた取り組みを検討
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⑤　その他
　　JACME（2019.4.1～2024.3.31）の再認定に向けた点検および整備を開始

3  医療科学部

①　学生の質の向上
　　多様な経験を促す教育の実践

・�「先進科学を創造する知的医療人」の育成を目指した卒業研究の抜本的改革の着
手

・�キャリア教育、アントレプレナー教育などを通じた学生本人が主体的にキャリア
プランを考えることができる教育システムの構築

・学生の学修レベルの見える化を行い、教員による個別指導に活用
　　グローバル思考を持ち、社会に貢献できる人材を育成

・留学生との交流や交換留学などを推進し、多様な学びの機会を提供
・学生個々の英語能力の確実な形成・向上を目指した教育プログラムの検討
・国家試験、各種認定試験の高い合格率を維持

②　教職員の質の向上
　　キャリアデザインを描き、主体的に教育力・研究力の向上を目指す環境の整備

・分野制を活用して連携を図り、学部全体の教育力・研究力を向上
・学内の知的財産を有効活用し研究力の向上を目指す
・外国人教員を登用し、外国人留学生の受け入れ体制を強化

③　カリキュラムの質の向上
　　学生の学びの質の向上を目指した取り組み

・対面授業と遠隔授業のハイブリッド型授業のモデルを提示
・協定大学との遠隔授業を活用した単位互換授業の開講
・�医療科学部教育企画ユ ニ ッ ト を 新設し、医療コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン、TBL、PBL、

OSCE、CBTなどに対応するカリキュラムの再構築
　　新たな3ポリシーに基づく教育の実践に向けた準備

・�2022年4月度の 臨床検査技師お よ び 診療放射線技師養成所指定規則お よ び 指導
ガイドラインの見直しに向けた教育課程の変更
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2021年度
事業計画

④　教育環境の整備
　　学生の学修を支えるアクティブラーニング環境等の整備

・�大学11号館の施設、設備を大学6、7号館へ移設し、効率的な学生の学びの環境を２
年計画で整備

・�アクティブラーニング環境について、ラーニングコモンズやグループワーク室な
どを整備計画し学生の振り返りを促す環境を強化

⑤　その他
　　病院中央診療部門との組織連携強化による、臨床力・教育力・研究力の向上

4  保健衛生学部

①　学生の質の向上
　　社会的・職業的自立に必要な能力を培うための体制の構築

・アセンブリ教育および実習を通した専門職多職種連携教育の実施
　　国家試験合格率100%を目指す効果的な指導体制の構築

・オンラインを活用した国家試験対策方法の検討
　　留学生受け入れによる多文化の理解と語学力の向上

・留学生の学業および学生生活の継続的支援

②　教職員の質の向上
　　各分野における教育、研究、臨床目標の設定　

・社会実装看護創成研究センターとの協働体制の整備、教員の研究力の育成
・遠隔講義やICT教育などによる授業改善をテーマにした研修の実施

　　教職員の育成制度の構築
・FD・SDへの教員参加率100％
・教員の博士取得率を高めるための支援
・英文論文数の増加および外部資金獲得のためのFDの実施
・教員評価制度に則った、目標設定と面談の実施

③　カリキュラムの質の向上
　　講義評価の改善、コンピテンス・学習成果の把握と確率

・�オーダーメイドの個人指導体制による学修成果について、アセスメント・ポリ
シーに基づいた分析を実施
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・教育課程検討ワーキングを中心とした教育課程変更案の作成（看護学科）
・�歩行支援ロボットの導入、歩行再建に関する教育カリキュラムの確立（リハビリ

テーション学科）
　　知識・技能・態度・志向等を養う学生教育の実施

・他大学と連携した新しい臨床実習前実技試験（OSCE）の開発
・アセスメンターを活用した新たな教育支援方法の検討

④　教育環境の整備
　　新規システムによる教育環境の改善

・生体認証による出欠管理システムや成績照会などの教育関連システムの導入

⑤　その他
　　グローバル化への取り組みを充実

・コンケン大学とのオンラインセミナー、シーズンスクールの実施
・オーストラリアでの看護研修およびオンラインセミナーの実施

　　地域連携、社会貢献
・地域包括ケア中核センター兼任教員を中心とした地域連携の強化
・大学病院の役割遂行に向けた病院支援

5  大学院医学研究科

①　学生の質の向上 
　　学外への宣伝活動

・�国内では東海地区以外からの学生、また中国系留学生の入学者が多いという現状
を踏まえ、日本語、および英語にて2020年度入学生のインタビュー記事掲載など
の広報活動を充実させ、積極的にリクルートを図る。（修士課程）

　　修士課程における入試改革
・�AC期間が終了することに合わせ、入試科目の見直しを図る。

　　国際的に学術水準の高い学位論文執筆の推進
・修士課程修了者の進学を推奨し、入学者数引き上げを図る。（博士課程）
・�引き続き英文国際誌掲載原著論文を学位論文の原則とすることにより、国際的に

学術水準の高い学位論文の執筆を促していく。（医学研究科）
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2021年度
事業計画

②　教員の質の向上
　　教員による大学院教育の現状の把握と質向上のための意識共有

・FDを実施し、その議論を踏まえた教育を実践する。（修士課程）
・�学位取得率向上と学位論文の質担保という二律背反的要素を踏まえながら、一層

の議論を進める。（医学研究科博士課程）

③　カリキュラムの質の向上
　　共通科目の講義内容を、国際化に対応した実践的内容への見直し

・�「アカデミック・ライティング」につき、国際化に対応した実践的な内容の講演を
追加する。

　　ダブルディグリーカリキュラムに対応した講義の実施
・�ダブルディグリーについては、コンケン大学との合意に基づく単位交換のため、

担当科目講義の英語化を推進する。担当科目以外においても、CMS担当教員を拡
充し、英文講義の充実を図る。

　　博士課程AC期間終了を踏まえた、カリキュラム改革の検討
・博士課程のカリキュラム改革検討を開始する。（医学研究科）

④　教育環境の整備
　　�外国人留学生に対するサービス向上のため、２カ国語（日本語および英語）対応の推

進
・�履修案内や入試出願システムにおいて、２カ国語（日本語および英語）対応を推進

する。（医学研究科）

⑤　その他
　　留学生の受け入れ推進

・外国人留学生の受け入れを推進する。

6  大学院保健学研究科

①　学生の質の向上
　　カリキュラムの質の向上と留学生の積極的な受け入れ

・�海外の大学とのシーズンスクールを実施し、大学院生の研究発表や海外学生との
意見交換の場等を設定し、英語力や発表力の向上を目指す。

・修士・博士後期課程で英語講義を拡充する。
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・�新たに拡充した学費減免制度を活用し研究に専念する学生の積極的な研究活動
への参加を促し、研究推進を図る。

・�国内のみならず海外からの研究心旺盛な学生の獲得を目指して、ハイブリッドで
入学説明会を行う等、幅広く広報活動を展開する。

②　教員の質の向上
　　教育力、研究力アップを目指した取り組み

・学部内の分野間や学内他部門との共同研究を推進し、研究力のアップを図る。
・教員の教育力アップのための実質的なFDを企画、開催する。
・遠隔授業に関する情報共有を行い遠隔授業の質向上を図る。

③　カリキュラムの質の向上
　　授業の実施状況の見直しと改善

・修士課程の共通科目を一部統合し、授業コマ数の適正化を図る。
・�演習・特別研究以外の科目を面接授業から遠隔授業へ積極的に移行して空間制約

を排除し学修時間増を図る。
　　留学生への手厚いサポート

・�外国人留学生について科目履修・研究指導の進捗を共有し、個々の問題点の早期
発見、指導強化に努める。

④　教育環境の整備
　　感染症対策も考慮した学習環境整備

・感染症対策を考慮した学習環境を検討・整備する。
・�11号館の施設、設備の大学6、7号館移設に合わせて大学院生の学修環境整備につ

いても検討を行う。

⑤　その他
　　大きく変化する社会ニーズに応え続けるための教育組織の検討

・�本学の建学の精神を基に、今後、本研究科が育成する人材像、そのためのカリキュ
ラムや組織の検討に着手する。そのなかで博士後期課程の増設、学部の再編等に
より分かりにくくなっている学部から大学院博士後期課程までの連続性につい
ても整理する。
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2021年度
事業計画

7  看護専門学校

①　学生の質の向上
・�2022年3月の閉校に向け、学生全員の単位修得による卒業を目指し、個別指導・小

集団学習を取り入れた習熟度別の教育支援を強化する。
・�講義・実習指導における教員間や実習施設との連携・協力体制を強化し効果的な

教育を実現する。
・�看護師国家試験の100％合格を目指す。模擬試験等の年間計画を作成し、時期別の

目標値の達成に向け学習の強化を図る。

②　教職員の質の向上
・�教員は学会・研修などに参加して研鑽を図り、連携して学生の習熟度に合わせた

教育を行う。
・教育活動内容を研究につなげることができるように取り組む。

③　カリキュラムの質の向上
・�カリキュラム評価を前期と後期に実施し、その検討結果を踏まえて学生の習熟度

に合わせたカリキュラムの円滑な運営に努める。
・�本学園および実習先施設等のCOVID-19感染防止対策に基づき、実習および講義

の時期と実施形態の変更・調整を行う。併せて、学生に不利益にならない学習の質
の確保を図る。

④　教育環境の整備
・�オンラインに使用する機器の整備により、利便性を高めた教育環境の充実を図

る。
・�学生の看護技術の習得に向け、シミュレーター等での実習環境を整え、実習室の

活用を図る。
・校舎・備品を点検・整備し、必要に応じて修繕等を進め、環境の改善を図る。

⑤　閉校に向けて取り組み
・�2022年3月の閉校に向け、看護師養成所のガイドラインに沿った申請、保管記録

整備を含む学校運営を着実に進める。特に、校内の図書・備品の移管および除却処
理等を計画に沿って行う。

・閉校記念誌を2021年８月に発行し、学園内・外、卒業生への配布を9月に行う。
・�閉校式典（2022年3月6日）、学内閉校式（2022年3月13日）の開催に向け、校内の当

該委員会を中心に準備し開催をする。
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・�閉校記念誌配布、式典開催等に向け、卒業生の連絡先等を記載した名簿を7月まで
に準備する。

研　究

1  研究支援推進本部

①　環境整備
・�がん医療研究センターについて、大学4号館2階の研究室および動物実験等の施設

整備を行う。
・�疾患モデル教育研究サポートセンターについて、下記目的のため増設計画を実施

する。
1）�新規に開始されるがん研究等に使用するIVIS・CT・MRI等の集中設置
2）�大学1号館老朽化から発生するアクシデントに起因する感染事故時の退避場

所確保
3）�他施設から譲受された実験動物用検疫室、飼育室および実験室不足の解消
4）�実験動物を用いた実習室の確保

・�国際再生医療センターに多能性幹細胞から作製した免疫細胞等を用いる再生医
療の基盤技術開発研究を実施するため免疫再生医学研究部門を設置し、研究を推
進する（大学4号館6階）。

・�共同利用研究設備サポートセンターの設備強化のため、文部科学省補助事業の研
究設備として、遺伝子解析設備・DNAシーケンサー3500を申請する。

・�現在の藤田Covid-19研究センターを発展的に解消し、感染症研究センター（仮称）
構想を着手する。ウイルス寄生虫学・小児科学・感染症科・微生物学・臨床検査科と
連携して実施する。

・�研究支援推進本部事務部を大学5号館5階への移転を計画する。
・�精神・神経病態解明センターを設置し、精神・神経疾患（双極性障害、統合失調症、

薬物依存、認知症）の病態解明、未知である脳・こころの基本的原理の理解、新規治
療法および新規技術を開発し特許取得を目指す。ゲノムから個体に至るシームレ
スな研究体制・設備を整備する。

・�本学園における組織の利益相反を適切に管理し、社会の理解と信頼を得て、本学
園の産学連携活動の推進を図ることを目的に組織COIマネジメント体制（藤田学
園利益相反マネジメント委員会、藤田学園利益相反外部委員会）を整備し実行す
る。
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②　力点を置く研究など
・�がん医療研究センターに遺伝子制御研究部門を設置し、がんセンターと連携して

がんゲノム検査の標準化にもとづく治療感受性予測を目的としたトランスレー
ショナルリサーチの推進、がん組織中の免疫細胞疲労度の定量化による予後予測
システムの構築を推進する。

・�精神・神経病態解明センターに外部コンサルタントを導入して、プロジェクトを
強化・推進する。

・�国際再生医療センターでは、Precision CAR-Tの包括連携企業の開拓、汎用性キ
ラーT細胞を用いた新型コロナ治療法の開発を行う。また、CPC施設を使用する膵
島移植および、整形外科における多血小板血漿療法の支援を行う。

・�治験・臨床研究支援センターでは、大学病院と連携しAIホスピタル構想を推進す
る。また、岡崎医療センターでの治験および臨床研究を推進する。

・�COVID-19関連研究として、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の委
託研究「SARS-CoV2感染無症状・軽症患者におけるウイルス量低減効果の検討を
目的としたファビピラビルの多施設非盲検ランダム化臨床試験およびファビピ
ラビルを投与された中等症・重症患者における臨床経過の検討を目的とした多施
設観察研究」および、「第三世代RNAワクチン技術を用いた新型コロナウイルスワ
クチン第Ⅰ/Ⅱ相試験」について引き続き研究を推進する。

・�文部科学省私立大学研究ブランディング事業「高ストレス社会を克服する『精神
神経疾患の最先端研究開発拠点大学』としてのブランド確立」について、研究終了
後の研究成果報告書をまとめて公開する。なお、大学の研究ブランドとして研究
を継続する。

・�産学連携推進センターでは、安全保障貿易管理体制の整備、アントレプレナー教
育を開始する。また、学内連携エコシステム構築、知財戦略・アライアンス戦略を
推進する。

・�特定臨床研究をはじめとする倫理審査活動を強化し、臨床研究の活性化を図る。
・�ゲノム医療研究拠点室において、ゲノム医療サービス（ゲノム情報と医療情報を

つなぐプラットフォームを取得する）を開始する。中部電力と共同で『スマート
メーター』を利用し生活行動を確認しながらゲノム情報をブラシュアップする取
り組みを行う。

・�ＡＩ研究支援準備室において、AI活用に向けたデータの収集基盤の確立を目的と
して、PHR(Personal Health Record)やRWD(Real World Data)などとの電子カルテ
連携、診療部門でのデータ活用基盤の整備などを中電地域包括ケアプラットホー
ム共同研究講座と連携して推進する。

③　その他
・�総合医科学研究所を含めた研究組織体制の見直しを行う。
・�産学連携推進センター受託解析ユニット（PCR検査室）において、本年度も引き続

き愛知県からの受託検査を継続する。
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・�THE Asia Universities Summit 2021での効果をレバレッジし、アジアでの研究拠
点としてのレピュテーションを上げて、アジアの優秀な人材を研究者として呼び
込む。

・�大学事務部と共同で、外国人留学生の採用を強化する。
・�学内の精神・神経系の研究を実施している研究室がアライアンスを深め、若手研

究者育成と共同研究を推進できる体制を整備するため、精神・神経疾患病態解明
センター主催でFUJITAニューロサイエンスセミナーを引き続き開催する。

2  総合医科学研究所

①　環境整備
・�昨年度に引き続き、中核的研究テーマへの人的リソースの集中など研究実施体制

の強化を進める。研究推進についてはリサーチ・アドミニストレーター（URA）が支
援を行う。研究所の所属教員を対象に所長面談を実施し、研究やキャリア等につ
いて適宜助言を行う。インパクトのある研究成果については、国際プレスリリー
スにより発信し、大学や研究所の知名度やレピュテーションの向上につなげる。

・�神経・腫瘍のシグナル解析プロジェクト研究部門についてセットアップを完了
し、実験施設の運用を本格的に開始する。

・�本研究所は、文部科学省「共同利用・共同研究拠点」において「脳関連遺伝子機能の
網羅的解析拠点」として拠点の再認定を受けた（2021年度から6年間）。引き続き
国内外からの課題の公募を行い、広く研究支援を実施する。

②　力点を置く研究など
・�分子遺伝学研究部門では以下に取り組む。ヒト染色体構造異常、異数体の発生メ

カニズムの解明、特に配偶子形成過程、もしくは、初期胚形成時に特異的な生命現
象に起因するメカニズムの解明につながるヒトゲノム解析、並びに細胞モデル系
開発を行う。

・�難病治療学研究部門では次の目標に取り組む。筋萎縮を担う長鎖非翻訳核酸の機
能解析。難治性筋疾患、サルコペニア（加齢性筋萎縮）の病態生理解明と治療標的
探索。神経管閉鎖不全を呈する新規二分脊椎モデルの解析。タンパク質メチル化
やユビキチン様分子による翻訳後修飾因子の解析の推進。酵素基質の明確化、ア
クトミオシン結合による筋力変化解析、電顕観察などを中心に独自の研究を目指
す。

・�遺伝子発現機構学研究部門では、以下の３つの研究課題に重点的に取り組む。既
知のスプライシング因子U2AF65/35の代わりにSPF45が必須因子として使われ
る短いイントロン群を発見したが、その作用機序の全貌を明らかにする。癌特異
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的なmRNA再スプライシング抑制因子としてエクソン接合部複合体（EJC）を同定
したが、その因子が関わるスプライシング完了機構の一般的メカニズムを明らか
にする。PSAP複合体が関与するスプライシング是正機構において、PSAP複合体の
構成成分であるRNPS1がU1 snRNPに働きかけ､正しい5’スプライス部位を選択す
るメカニズムの解明を目指す。

・�システム医科学研究部門では次の目標に取り組む。網羅的行動解析、行動表現型デー
タベースの構築・改良、大規模網羅的行動解析データを用いたメタ解析、in vivo神
経活動イメージング、光遺伝学等の技術を組み合わせた、精神疾患の中間表現型
および、その分子基盤の解明。

・�神経・腫瘍のシグナル解析プロジェクト研究部門においては、アセチルコリン等
のニューロモジュレーターの作用機構と精神疾患および認知症における役割を
解明する。癌細胞と癌幹細胞のリン酸化シグナルを比較解析することにより、癌
幹細胞の特異的な性状を解明する。

③　その他
・�英語・口演での研究所研究成果発表会や英語でのジャーナルクラブ等を開催。教

員やポスト・ドクター等の英語力・プレゼンテーション能力の向上を目指す。
・�分子遺伝学研究部門では、教授が世話人代表を務めるJapan PGT Consortium
（JAPCO）の年次大会を5月9日（日）に開催する。
・�難病治療学研究部門は、教員の学会参加、企画への協力、成果発表を積極的に行

う。SRP（ステューデント・リサーチャー・プログラム）や卒論学生を積極的に受け
入れ、研究指導を行う。

・�遺伝子発現機構学研究部門は、現在応募中のAMED大型プロジェクト「標的RNAの
機能解析・構造解析基盤技術開発」（5年間）に研究分担者として参入している。こ
のプロジェクトが採択されれば、博士研究員と技術員の２名が担当する新たな課
題研究を７月から開始する予定である。第44回日本分子生物学会年会（12月1日
〜3日）では、国際シンポジウム 'Messenger' RNA: Drug Target and Vaccine'「医薬
標的とワクチンの使者：メッセンジャーRNA」をコールドスプリングハーバー研究
所のAdrian Krainer博士とともに企画､開催する予定である。

・�システム医科学研究部門は、第43回日本生物学的精神医学会（BP）、第51回日本神
経精神薬理学会（NP）の合同年会（BPNP2021）の開催運営に協力する。NPの大会
長を教授が務める。BPNP2021、第44回日本神経科学大会の３大会合同の市民公
開講座をオンラインで開催予定。
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医療・福祉

1  藤田医科大学病院（第1教育病院）

＜藤田医科大学病院に求められているもの＞
・�大学病院に求められる安全で質の高い最先端医療を提供します。
・�病院理念に基づいた優しさの医療（患者ファースト）を提供します。
・�デジタル情報時代に対応した、世界に発信できるグローバル医療人材を養成しま

す。
・�超高齢・人口減少社会に対応した地域医療へのさらなる貢献をします。
・�４大学病院の連携（ネットワーク統一、手術器材共有、検査・病理一元管理、人事交

流）を深化させ、革新的共同事業を展開し、効率的な医療を促進します。

①　国際水準の質の高い先進的な医療の提供
・�Joint Commission International（JCI）の新基準（7th Edition）での審査を受け、認定

を更新する。世界標準の「医療の質改善と患者安全」への継続的な取り組みをさら
に強化する。

・�ダビンチXi３台に加え、新たに国産初の手術支援ロボットhinotoriを手術室に導
入する。また、昨年既に導入した整形外科領域の手術支援ロボットROSAも含め、
主要外科領域における低侵襲手術をさらに推進する。（年間目標820件）

・�手術室のさらなる効率的な運用のため、全身麻酔以外の手術を新たに建設するデ
イサージャリーセンター（仮称）に集約する。この結果、高難度手術（D, E 難度）の実
施体制をさらに強化し、手術室全体の効率的な運用も推進する。（年間目標手術件
数：13,200件（精神科を除く）

・�高度救命救急センター、基幹災害拠点病院として、震災や台風などの大規模災害
時の救命救急機能の充実を図るとともに、県内の救急医療の中核として、三次救
急医療体制のさらなる充実を図る。

・�サイクロトロン、セラノスティクスなどの導入により、放射線治療部門の体制を
強化し、がんセンター全体の実績向上を目指す。

・�スマートホスピタルセンター（仮称）を設置し、AI、ロボティクス、Iotなどの新たな
導入促進により、先進的な医療開発、安心・安全な診療環境の構築、広域の病診連
携拡充、患者さんとのコミュニケーションの向上、業務効率の改善などを通し、大
学病院全体の運営・経営の向上を図る。

・�がんセンターでは、ゲノム医療時代の到来を見据えたがんの精密診断および個別
化医療を実現するため、迅速ながんゲノム検査および診断体制を構築する。診療
科や対象臓器のバリアを超えた診療クラスターを構築し、個々の患者さんに最適
な医療の提供体制を確立する。また、がん領域の臨床治験の実施体制を強化し、が
んゲノム医療拠点病院の認定を目指す。　

・�FNP（藤田ナースプラクティショナー）や特定看護師の活動の場をさらに広げ、医
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師からコメディカルへのタスク・シフティングの推進を図り、医師の働き方改革
を進める。

・�来院が困難な患者さんや遠方の患者さんにも利用可能なオンライン医療相談、オ
ンラインセカンドオピニオン外来や対面方式とオンライン方式を組み合わせた
ハイブリッド方式セカンドオピニオン外来（当院オリジナル）などのオンライン
診療を推進する。

②　フロンティア精神で「医療の質」「国際化」「地域医療」でリーダーシップを発揮
・�最重要課題の一つとして、患者待ち時間解消に向けた取り組みを強化する。外来

予約枠の運用改善・最適化、検査予約センター中央化による患者待ち時間短縮、入
退院支援の強化、相談窓口の充実・強化による患者サポート体制の充実により、患
者満足度の向上を図り、患者ファーストの医療を推進する。

・�国際医療センター（IMC）では、フジタ未来創造プロジェクトの活動を通して、提供
する医療サービスをさらにレベルアップさせ、身体的・精神的に最大の満足感を
得られる会員制サービスを追求する。

・�地域医療連携推進法人尾三会は、スタート時の22法人から3２法人に拡大してい
る。2021年度は、藤田医科大学が中心となり、地域の潜在看護師の就労支援や看
護教育を推進し、地域医療の質向上に貢献する。また、医薬品一括価格交渉事業に
ついては、事業参加施設を増加させ、参加法人の経営効率化に寄与する。高度急性
期から在宅医療まで含めた、参加施設間での医療情報共有化モデルの確立を目指
す。

・�患者さんへ癒しの療養環境を提供するために導入した、病院内コミュニティラジ
オの充実を図り、新たに患者さんや付添い者に対して最新情報・健康情報などを
発信する、フジタビジュアルインフォーメーションの導入などにより、ホスピタ
リティの向上を図る。

・�病院1号棟・2号棟の解体後跡地への、患者さんや職員の利便性向上のための施設
等の建設に向け検討を進める。

③　経営基盤の安定
・�病院の各部門がバランス・スコアカードを策定し、目標値やアクションプランを

明確化する。各部門の特質に合わせた増収対策、医薬品の適正使用や医療材料の
適正使用化などによる医療経費削減対策の実践により、健全な経営基盤を構築す
る。

・�高い医療収入目標を掲げ、達成のための数値目標を明確にし、経営改善活動を継
続的に行う。

・�多職種間でのタスク・シェアリングを推進し、医師の負担軽減を図り、医療の質向
上や診療実績の向上に努める。

・�COVID-19の感染拡大に対し、院内の感染防止対策と職員の感染予防の徹底によ
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り、患者さんへ安心、安全な療養環境を提供できるように努める。

2  藤田医科大学ばんたね病院（第2教育病院）

①　高度かつ安全な医療を提供し地域の皆さんに選ばれる病院づくり
・新棟建設計画における診療体制を構築する。（工期：2021年4月～2023年8月）
・�入院目標患者数を達成するため、ビッグデータを活用し戦略的対策を講じる。
・�手術件数増加に向けて、手術室運営体制を強化する。
・�救急患者増加に向けて、愛知県の進める救急業務高度化推進事業に参画し、地域

の救急医療高度化に貢献する。
・�良質な患者サービスの提供と研究の活性化を目的として中央診療部門、検査部

門、病理部門と学部、研究支援推進本部が一体となる組織改革を推進していく。
・�医療安全、感染対策の組織体制を強化し、より安心して医療を受けられる環境を

整える。
・�患者満足度を高めるため、SMS、診察案内表示の改善、予約枠の検証等を行い、待ち

時間を短縮させる。
・�健診実施者の利便性を高めるため、総合健診科の運用改善を行う。

②　地域への貢献活動
・PDCAサイクルに基づいた「効率的・効果的な訪問活動」の実践に取り組む。
・関係施設と「顔の見える」連携事業を開催し地域包括ケアの構築に貢献する。
・行政機関との防犯・消防共同訓練実施による連携強化に取り組む。

③　COVID-19対策
・�安心、安全な医療を推進するため、行政と連携しながら万全の感染対策を講じて

患者を受け入れる。
・�基本型接種施設として地域の医療従事者、住民に対して新型コロナウイルスワク

チン接種を迅速かつ円滑に行えるよう計画し実行する。

④　職員満足度の向上、働き方改革への取り組み
・�職員満足度（ES）を向上させるため、アンケート調査を実施し、結果を基に対策を

講じる。
・�女性の活躍推進へ向けた取り組みの検討・推進を行う。
・�過重労働の防止、休暇の取りやすい勤務環境の構築および時差出勤の推奨を行
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う。
・�前年度要望が多かった職員休憩室の改善を行う。

⑤　病院経営改善の継続を通じた病院収益の向上
・�1日平均入院患者数351名（稼働率95％）以上
・�1日平均新入院患者数35名以上
・�救急部門強化 救急搬送件数 4,100件（月平均340件以上） 入院率 35％
・�医療連携強化 紹介件数 14,000件（月平均1,160件以上） 入院率 25％
・�手術室有効利用 手術室手術件数目標 3,360 件 （月平均280件以上）
・�オペラマスターによる手術室収益管理

3  藤田医科大学 七栗記念病院（第3教育病院）

①　医療に関する取り組み
　　常に先進的で安全な医療の提供と医療連携の展開

�質の高い安全な医療の提供と医療連携
　発展：①　�リハビリテーション、緩和医療などで三重県トップの専門医療機関と

して主要急性期病院との協力・連携体制の強化
　　　：②　�訪問事業部の連携地域医療機関を大幅に増加し、津中央地域包括支援

センターとの協力体制を強化
・�退院後の生活を見据えたカンファレンス・入院リハビリテーションを効率的

に行い、質の高い在宅生活を可能にする。
・�ロボットリハビリテーション等先進リハビリテーションの研究、実践を継続

する。
・�リハビリテーションを希望する患者の全身状態に応じて外科・緩和医療学、

内科と連携し、入院待機期間を短縮する。
・�ハイブリッド緩和ケア（栄養管理・化学療法・術後リハビリ治療）を拡大し、外

来・在宅看護を含めて広い範囲をシームレスに担うがん専門病棟として認知
度を高める。

・�一般病棟での医療用麻薬使用など、院内安全管理を徹底する。
・�基幹型認知症疾患医療センターである三重大学医学部附属病院とともに、三

重県内認知症地域診療ネットワークを拡大、推進する。
・�血管性認知症の入院リハビリテーションや認知症、神経疾患（パーキンソン

病に加え、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症も）、地域高齢者のレスパイ
ト入院プログラムを県内医療機関・地域ケアマネージャーに周知し、内科入
院患者数を増加させる。



19

・�津市内急性期病院との情報交換を密にし、連携できる開業医数を増加させて
スムーズな在宅生活継続のための訪問看護・介護を行い、必要に応じて七栗
記念病院での入院加療を勧める。

・�病床機能と病態を考慮した薬剤、検査、栄養の標準化（フォームラリー、クリ
ニカルパスなど）を推進する。

地域への貢献活動
　発展：①　関係医療機関等と共催の公開講座主催や地域住民向けの講座等の開催
　　　：②　�在宅介護支援センターの活動を通じた地域住民への介護予防意識の

啓発
・�地域包括支援センターの必須事業と介護予防プランの作成業務等を行いつ

つ、七栗記念病院の強い分野を生かす津中央地域包括支援センターの運営方
法を検討し、訪問事業部との利用者や事業所を介した協力体制を確立する。

・�病院・地域とのコメディカルの連携・交流を深め、専門的スキルの向上を図
る。緩和ケア・回復期リハビリテーション研修受け入れの促進、専門・認定看
護師の派遣、薬局薬剤師と病院薬剤師の薬剤情報共有化、放射線技師によるCT
等の技術協力、栄養管理情報伝達の強化、MSW間のICTも活用した連携強化
などを行う。

・�他施設職員を当院に招き、当院のリハビリテーション・緩和ケア等を知って
もらう七栗見学ツアー開催を継続し、年間50名の参加を目指す。

社会連携の強化活動
　新規：①　�コロナ後でも有用なオンラインツールの使い方を創造して地域に七

栗のもつ資源を提供
　　　：②　�包括ケア活動を通じた複数市町村とのネットワーク確立

・�転院主体の入院医療と在宅・訪問事業を中心とした当院に適したCOVID-19の
PCR検査や抗原検査体制を確立する。

・�オンライン家族指導、家族教室、自主トレ動画配信などCOVID-19感染対策で
あったICT活用を平時にも応用していく。

・�社会連携を主とした地域貢献活動として、津市との包括協定・三重県との包
括協定を結び今後各市町村との包括協定も視野に入れる。

②　患者・教職員に関する取り組み
　　職員満足度の向上、スキル向上への取り組み

業務の効率化および働きやすい職場環境の実現
　発展：①職場満足度調査を通じた職種別課題の明確化および改善
　　　  ②�他施設や地域とのコメディカルの連携・交流を通じた専門スキルの向上

・�COVID-19 の対策を十分に行って患者・医療従事者の安全を守る。
・�職場満足度調査結果から職種別課題を明確にして職場環境の改善に取り組
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む。
・�当院が主体となり、三重大学、三重中央医療センター、久居一志地区医師会、

名張市民病院等と共催する公開講座や、地域住民の健康講座、中高生のキャ
リアップ講習会、医療従事者対象のセミナーなどを開催する。

・�リハビリテーション・看護・薬学・栄養・歯科の学生実習を受け入れる。
・�在宅介護支援センターの業務を通じて、地域住民の介護予防意識を啓発し、

当院の役割を理解してもらう。

　　患者サービスの向上
患者満足度調査結果からの改善
　発展：①外来・入院・訪問における環境の課題を明確にして改善に取り組む。

・�患者満足度調査結果から外来・入院・訪問における環境の課題を明確にして
改善に取り組む。

・�院内巡視により安全面、衛生面、美的側面等、建物の状態・老朽化を把握し、課
題を抽出して、行いうる改善案を実行して入院環境を少しでも向上させる。

③　その他
　　経営基盤の安定

健全な経営基盤の強化
　発展：①年間平均入院患者207名（病棟稼働率95％）、外来患者150名を維持
　　　  ②訪問事業部の黒字転換を実現

・�急性期病院のベッド状況を把握し、院内病床管理を徹底して、病棟稼働率一
般病棟82％、回復期リハビリテーション病棟98％、緩和ケア病棟98％、緩和
ケア・外科のベッド数45床を目指し、同時に平均在院日数短縮などで回復期
リハビリテーション病棟入院料1の算定要件や一般病床の入院料基準を満た
し続ける。

・�地域のニーズに応えるため、訪問事業部の看護師・ケアマネージャ・介護福祉
士を増員し、利用者数を増やす。11月からの訪問看護の看護体制強化加算の
取得を目指し、1件あたりの単価を9,000円から9,500円に上昇させる。

・�入院からのスムーズな在宅移行を目指しての院内連携体制を強め、その活動
により入退院支援加算を算定する。

・�運動量増加機器加算（150点/月）を月15件以上算定し、回復期リハビリテー
ション対象患者一人あたり8.4単位以上のリハビリテーションを提供する。

・�COVID-19の治療を終えた患者のリハビリテーションや栄養管理を提供でき
る医療環境を整備し、受け入れる。
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4  藤田医科大学 岡崎医療センター（第4教育病院）

①　医療に関する取り組み
・�質の高い安全な救急医療の提供�  

24時間365日のER、緊急手術体制を提供することにより、西三河南部東医療圏（岡
崎市・幸田町）およびその周辺地域の救急医療の核となる。2021年度は特に周辺地
域（西尾、衣浦東部）に対象を広げた周辺消防隊との連携強化を目指す。

・�がん治療・手術治療を軸にした質の高い安全な高度急性期医療の提供�  
がん・手術治療をはじめとした高度急性期医療において、三河全域の中心施設と
なる。�  
岡崎・幸田地域だけでなく西尾･豊田･豊川･豊橋･新城･蒲郡等広域からの患者獲
得を目指し、広域医師会への挨拶訪問を実施し当院の強みであるがん治療、低侵
襲手術治療について周知を図り新規紹介患者獲得を目指す。�  
手術支援ロボットが２台体制になったことにより、低侵襲手術件数の増加を目指
す。また、昨年度下半期から増加傾向にあった循環器・脳外科のカテーテル治療に
ついても件数増加を目指す。

・�地域医療支援病院認定に向けた病院機能評価の受審�  
2021年度末に病院機能評価を受審し認定取得。翌年の地域医療支援病院認定に向
けた準備を進めていく。

・�医療・介護・福祉施設との連携による藤田岡崎モデルの構築�  
医療機関、介護福祉施設との連携体制の構築と推進を継続していく。2021年度は
個別の施設訪問に加え、WEBでの主催研修・講演会を実施予定。�  
地域包括ケア中核センター幸田岡崎サテライトとの連携による高度急性期から
在宅医療までの藤田岡崎モデル（当院と幸田岡崎サテライトを中心とした医療・
介護福祉ネットワーク）を構築する。

②	 患者・教職員に関する取り組み
・�安心安全で優しさを兼ね備えた高度な医療の提供をする医療人の育成�  

第１教育病院、第２教育病院、第３教育病院との人事交流による質の高い医療水
準とホスピタリティの実現を目指す。質の高い医療の実現に加え、誇りをもって
働くことのできる職場環境を整備していく。昨年度は新規病院の立ち上げが最重
要ミッションであったため、2021年度は臨床のみならず、教育・研究にも積極的に
携わることができる体制を構築する。また、2023年度の基幹型臨床研修病院初期
研修医受け入れに向けた準備を進めていく。

・�患者サービスの向上�  
病棟・外来に設置したご意見箱投書による患者目線からの課題の収集・改善に努
め、患者満足度調査における最終達成率95%を目指す。また、徐々に増加傾向にあ
る外来患者について診察待ち時間の短縮を目指す。
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③　その他
・�経営基盤の安定�  

昨年度未達となった年間予算6,500台の救急搬送患者受け入れ、紹介患者の獲得
を進め病床稼働率95％を維持する。具体的な戦略としては、岡崎・幸田消防を中心
に、隣接している西尾・衣浦東部消防隊との連携強化を進めていく。また、ニュー
スレターの毎月発刊、主催研修講演会の毎月開催等、三河全域への広報展開によ
る広域医療機関からの患者獲得を目指す。�  
がんの外科的治療を中心に手術件数は年間予算3,840件を目指す。常勤麻酔科医
師増員に伴い、手術枠の見直しによる手術室稼働率向上、高難度手術・低侵襲手術
の件数増加を目指す。また、三河全域への広報展開（特に西尾・豊田・豊川・豊橋・新
城・蒲郡）による広域からの患者獲得を目指す。�  
上記により年間収支9.65億円を達成し、黒字経営基盤を確立させる。
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2021年度　学校法人藤田学園予算

2021年３月31日に開催された評議員会および理事会において、2021年度学校法人藤田学
園の予算を承認した。 

2021年度予算の経常収支は、教育活動収入102,704
百万円、教育活動支出96,155百万円となり教育活動
収支差額は6,550百万円と な っ た。教育活動外収支
差額△20百万円を加えた経常収支差額は6,530百万
円となった。
特別収支は、 施設関係補助金等の特別収入254百万
円、資産処分差額等の特別支出261百万円により△7
百万円の特別収支差額となった。
結果、 基本金組入前当年度収支差額は6,523百万円
と な り、基本金△9,138百万円の 組入後の 当年度収
支差額は△2,615百万円の予算編成となった。

2021年度の主な設備投資計画
・藤田医科大学　井水処理施設更新整備Ⅰ期工事
・藤田医科大学　合同校舎空調Ⅱ期工事
・第1教育病院　生活利便棟新築工事
・第2教育病院　新棟建築工事
・第3教育病院　本館用非常用発電機更新工事
・豊明校地　職員用駐車場新設整備工事

【事業活動収予算書】 (単位：百万円）

予算額

事業活動収入の部

学生生徒等納付金 7,440

手数料 327

寄付金 894

経常費等補助金 3,188

附随事業収入 1,216

医療収入 88,308

雑収入 1,331

102,704

事業活動支出の部

人件費 38,288

教育研究経費 15,759

医療経費 37,431

管理経費 4,578

徴収不能額等 98

96,155

6,550

事業活動収入の部

受取利息・配当金 13

13

事業活動支出の部

借入金等利息 33

33

△20

6,530

事業活動収入の部

資産売却差額 0

その他の特別収入 254

254

事業活動支出の部

資産処分差額 261

その他の特別支出 0

261

△7

6,523

△9,138

△2,615

△86,385

△89,000

102,972

96,449

※記載金額は百万円未満を四捨五入して表示

特別収支差額

科目

教

育

活

動

収

支

教育活動収入計

教育活動支出計

教育活動収支差額

教

育

活

動

外

収

支

教育活動外収入計

教育活動外支出計

教育活動外収支差額

経常収支差額

特

別

収

支

特別収入計

特別支出計

事業活動収入計

事業活動支出計

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

翌年度繰越収支差額

（参考）




